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龍ケ崎市宅地耐震化推進事業（防災・安全） ○

平成28年度　～　平成29年度　（2年間） 龍ケ崎市

・龍ケ崎市における大規模盛土造成地の把握

・第一次スクリーニング結果の公表率

・第二次スクリーニング計画作成

A　基幹事業 効果促進事業費の割合

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32 （百万円） 策定状況

A-1 防災 一般 龍ケ崎市 直接 龍ケ崎市 - 宅地耐震化推進事業 8.1 －

小計 8.1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

小計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

番号

変動予測調査(78.55km2)

計画の期間 交付対象

-（H28当初） （H29末）

0% - 100%

0% - 100%

Ｄ
効果促進事業費の割合

全体事業費 合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容

別紙５－２

社会資本総合整備計画 平成28年3月25日

計画の名称 重点計画の該当

計画の目標

本計画により，大規模盛土造成地の変動予測調査(第一次スクリーニング等)を行い，調査結果に基づき大規模盛土造成地マップ等の作成・公表することで，市の最上位計画であるふるさと龍ケ崎戦略プランにおける市民の防災意識の高揚を図り，安全・安心なまちづくりを推進していく。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

市町村名 備考

ＣＡ Ｂ
8.1

百万円

8.1

百万円

0

百万円

0

百万円

龍ケ崎市

百万円

0

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
事業実施期間（年度）

備考
工種

市町村名

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

番号 事業者

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

備考

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円） 備考

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考



社会資本総合整備計画
龍ケ崎市宅地耐震化推進事業

平成２８年度～平成２９年度　（２年間）

平成28年3月25日

計画の名称

計画の期間 交付団体 龍ケ崎市

（参考様式３） 

龍ケ崎市 

　本資料は，事業調査の規模を推測するた
め，人工改変区域を抽出したもので，実際
業務で行う調査対象範囲の特定の厳密さ
は無いものである。

凡　　例

行政区域界

自然地形・平坦部 無着色部

７８．５５K㎡

８．０K㎡

人工改変区域

調査対象面積
（行政区域面積）

人工改変区域面積



計画の名称：

事業主体名： 龍ケ崎市

チェック欄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　３）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。

社会資本整備総合交付金チェックシート

龍ケ崎市宅地耐震化推進事業

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との整合性

　１）上位計画等と整合が図られている。

②地域の課題への対応

　１）地域の課題を踏まえて整備計画の目標が設定されている。

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

　１）目標と指標・数値目標の整合が図られている。

　２）指標・数値目標と事業内容の整合が図られている。

　２）事業実施のための環境整備が図られている。

④事業の効果

　１）十分な事業効果が確認されている。

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。

Ⅲ．計画の実現可能性

⑤計画の具体性、円滑な事業執行の環境

　１）全体事業費、要素事業の額が適切である。


